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　【概要】　創造性開発、教育 ・訓練のためのモデル （第 13 回年回研究発表 ：プロ グラム 、 情報システ

ムのセ ッ ショ ン）に おける展開場面 3r 強制連想jの手法の
一つ として、シネクテイクスの援用を試みた 。

　シ ネクテイクスの方法論の実践的メカニ ズムで ある擬人的アナロジー一一、直接的アナロジ ー、象徴的アナ

ロジ
ーそれに空想的アナロジーの 4つ の項目を 「チェ ッ クリス ト方式」のチ ェ ッ クリス ト項目として設定

する、その有効性 （「自由連想亅に よる連想のみのケース との比較において）につ き、当学学生を対象に

調査 ・実験を実施し検証 した。これが今回の発表内容である 。

　｛ee　一一ワー一　sl　情報システム開発 、 発想支援シス テム 、 データベ ース 、自由達想 強制連想

　1 齷 と且邃

　フ ン ec　Z．一一ab夕に よる癸想支援システム ・ツールの開発を前提に しでい る 。 創購的思考の本質的部分は D

類比思考に あるとの視点から、システ ム ・ツー・一・tルの開発醗究の対象の 焦点をそこに おく。 この 類比思考

の 遍程を方法論 として まとめた もので代表的な もの として 「等価変換理論 、　「シネクテイクスL 　「

NM 法1 の 3つ を取 り上げることがで きる 。

　本研究で は、比較的シス テム化ツ
ール化にな じみやすい と考えられるNM 注に よる展開を膏子に 据

え、それにシネクテイ クス の基本釣な部労を
一

部援鵡し閑達ずけを試みる・

　本研究では、展開モヂル （前回発表の 『類比思考に よる創造性開斃訓練の展開モ デル」図）で示 した

手法 ・技法の具体化 と検証 ．それに、各展開場面ご との有機的結合の方法論の考案 を大きな覺標 として

鵝げる。当面の 目標 （今回〉は、展開場面 3強制連想の効果的方法を探るこ とである。

　本報告は、第 1報で当面の 目標として設憲したテ tp一マ の 実践報皆である．
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　ブ ly−一ン ス トーミング法による自由連想とチエ クリス ト法を代表とする強制連想に は、それぞれ
一

長

一
短がある。どちらを活用するかは 、原則的には．テー一　 rの性質に よるが 研究者 1森田｝はd ン ス ト

ラクターの経験から両者の有機的結合を提言 してい る。チエ クリス トとして シネ ッ クス を取 り入れる と

効果的との仮説を実証することが目的である。
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　前回 （第 13 回年回）発表の 「類比思考による創造性開発訓練の展開モ デル」では 、展開場面で 2 自

由連想と 3 強制連想とは区分して 自由連想を先におき．強制連想を後に 位置ずけた。 今回、ここでは、

2 と 3 とには区分しないで 、強制連想＋ 自由連想 と読み替える u

　今回の調査 ・実験は形式的には展開モ デルの 2、 3で あるが、実質的には 2 と3 との有機的結合を念

頭におい た強制連想＋ 自由連想を夕一ゲ ッ トと考える。

　展開モデル に基ず き研究対象を考えれば、それぞれの ステ ッ プ毎 と全体それにステ ッ プ問の方法論 を

ピ ッ クアッ プすることがで きる。

　 3 。 2 − 一
　　（1）　 キ

ーワー ドの設定 ＝ 今回は 、 任意に動詞　まわる （まわす）を選定 。 機能を追及テーマ が比
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　　　 較的に多く、その場合は動詞が適合することが根拠。

（2〕　 実験対象者を 20 人 20 入の 2 グループに分ける。

＝ A　グループは、動詞　まわる （まわす）

　　　の言葉か ら運想するもの、 ことを自由に連想する 。 この場合、BS 法をガイ ドしその方法に 基ず

　　　き実施する。だだ し、今回、実施の方法はグル ープ単位でなく、個人単位 とする。 かかる時問は

　　　40 分 〜 1時間 e

（3）　 B グループによるチエ クリス ト方式を主にする強制連想とBS 法に基ず く自由連想を組み合

　　　わせ る連想の展開 e
＝ シ ネクテイクスの実践的メカニ ズムである馴質異化

』
（Ma   gT 血e　Fam −

　　 diar　Strange｝の 4 つ のパ ターン 【11Pers。uat 　 A 副 8y　 P　A （擬人的類比）　 【2 ］Direct　A

　　 malgy 　 D　 A　（直接的類比｝　 【3】Symblic　Anaigy　 S　A （象徴的類比》　　 【41　 Fantasy　A

　　 nalgy 　 FA 　 （空想的類比）の意味と取組かたを説明する。

（4｝　 A 　グループとB　グル ープ双方の連想の結果を、次の仮説確認のための視点によ り比較検討

　　　を行う。

（5 ）　 実験対象 （協力）者は、つ くば国際短期大学の学生である 。 A 　グループとB　グループとの

　　　間に意欲や能力など資質に差はない 。

3 ・ 3 − 一
　＊ 三　 達想 （アナロ ジー）の 「量j と 『質」の双方につ い て、A　グループ とB　グループの結果を

　　 比較する 。 「量」 では，A グル ープの 方が多く出てい ようが、 「質1 の面では、　 B　グループの

　　 方が優れてい るはずである． 「量」 は 、 数、多面的であるのに対 し
’
ぐ 厂質」は 、多角的であるこ

　　　とを鬘す。撹煮の移勳が 「量」の拡大であるのに対 して、 r質」は、視点の転換を伴 う。

　＊ 2　 A 　グmV・一・一一ブで は．当てはめ ると直接的類比の もの に片寄 っ ていよう。

　＊ 3　B　グループで出てきたもの は、はたして 、 各パ ター一ンの意味内容の理解の もとにイメー・・…ジ さ

　　 れたもの と貫えようか ，

‡ 墨　シネケテイクスの ii韈 的メカエ ズムの 4 つ の パ ターンをテ ー
マ （キー ワー ド｝のチエ ッ ク項目

　　 として設驚 し、騒S法の話罵に よる盧由連想で，はたしてイメージの農開がはかれるか。さらに

　　 は、ξ二勇こ 惹謬、駐グル
ープの鰆巣傘ら期待で 巻るか ．

・k 猛蓋 　　 ・　 伽 　　＝ ：　
 

韈鳶寒 且晦 ｝わ晦る達葱の r量」は．A 　グループの方がB グル ープよ り、予測 どう り多い 。　 r質」

　　　　　 は。6　グループが優れてい る、本来イメージに正解不正解．適正不適正の断を下すの は

　　　　　 ふ さわ しくない が。直接的類比 と思われるものが象徴的類比として出て きて い る 。

　　視点＊ 2 ＝
一
予測 どうけと霽お うか、それ以上 と言お うか勇類する と直接的類比 と言えるものが圧瀏的

　　　　　　　に多い、

　　視点＊ 3 ・　es点＊ ！で指摘 したよ うに象徴的類比の もの に 理解不足 （説明不 足）がある。

　　視点＊ 4 ＝ ある程度は、それが可能 。 「量」に限 りが見 られるこ とからも大 きくは期待で きない 。
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　　視点＊ 1、視点＊ 2 は事前に予測可能な ことと言えるが改めてその 事実と傾向の 確認によ り、自由連

　憩＋強制運想の方法論の 研究 ・検討に入ることができる 。

　　視点＊ 3の理解不足は、実験に入 るに際しての説明不足である e
＝ 反省貞。

　　視点＊ 4 に関 しては、問鼠 点や課題をより鮮明にするため （その ことは可能なはず）、追加実験、補

　足実験を行 うべ きで あっ た。

　6 鑽 題

　調査 ・実験の実施過程で気ずい たことであるが、調査 ・実験テーマ の意味あい で ある。キーワー ドか ら

連想を広げる段階を対象 とした e 展開モ デルで言うとバ ックグラン ド （イメージ されたもの 、ことの要素 ・

働き ・構造の集大成〕を探る段階の手段と言 う関係、位置ずけになる D 研究 ・整備 （データベ ー
ス 化など）

の焦点はよ りここに シ フ トすべ きべ あろうこ と。

　今回、シ ネクテイクスのメカニ ズム をベ ース に据えた 。 他に考えられる r意味の ネッ トワーク亅 「意味

素の体系亅 「現象整理」な どをチ ェ ッ ク頃 目として設定 して、本研究の要領で検証 して見ること。
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